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法量 ●刀 刀身重量692g 刃長70.1糎 反り1．8糎 元幅2.95糎 先幅1.9糎 元重0.8糎 先重0.5糎 鉾長2.9糎
茎長さ18.8糎 刀身＋茎合計重量1008ｇ

仕様は長光には見ることの少ない小太刀、 鍛えは、よく錬れた肌に部分的に木目肌がながれ、全般的に映りがたつ典型的な備前肌で、刃
文は互の目が開き気味で所々に坂がかる片落ち互の目状となる。帽子は横手でわずかに張り、その上で細りやや湾れて丸く返る三作帽子
となる。
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仕様 鍛えは、末関の兼房派にみられる典型的な兼房乱れの刃文、地金は肥前新刀を思わせる独特な小杢目の小糠肌となる、現代刀でこ
れだけ特徴の出る肌は特筆すべきものです。是非とも一見されたし！
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